
地域の身近なスポーツの場づくりに関するオンラインセミナー 第３回

学校体育施設の有効活用について

【プログラム】

時間 内容

14:00 開会

14:00 【情報提供①】 〇スポーツ庁「学校体育施設の有効活用について」

14:10

各20分
発表

【成果発表】 令和５年度 学校体育施設の有効活用推進事業

＜テーマ＞幅広いサービスを提供できるような環境づくり
〇スポーツコミュニティ株式会社

〇スポーツデータバンク株式会社

＜テーマ＞子どもたちが気軽にボール遊び等ができる場づくり
〇株式会社博報堂DYスポーツマーケティング

＜テーマ＞障害者も気軽にスポーツができる環境・仕組みを構築する取組
〇一般社団法人ミニらいとモルック協会

15:30 【質疑応答・トークセッション】
・事前にいただいた質問等をもとに、上記４事業者でトークセッションを実施

16:00 【情報提供②】 〇スポーツ庁「令和６年度の国の施策紹介」

16:10 閉会

※セミナー終了後、アンケート調査にご協力願います。

令和４年度で構築したシステムのブラッシュアップを図り、ユーザーの利便性向上、自治体
職員の業務軽減を目指す。また、スマートロック・代金収納を連携させたトライアル検証を実
施し、課題を洗い出すことで持続可能な仕組みのモデルを構築することを目標とする。

令和２年度からうるま市（沖縄県）での取組で得られたノウハウ等の横展開の可能性や
新たな課題解決を目指すため、白岡市（埼玉県）において、ICTを活用した具体的な実
証・検証等を行い、地域スポーツ環境の体制整備等の実現に向けた取組を行う。

地域住民の最も身近な学校の校庭を開放し、施設の個人利用を促進するとともに、これら
の取組を積極的に普及啓発することで、地域に開かれた学校づくりの起点として、関係者へ
の共感を図り、横展開することができる基盤を検証する。

熊取町小学校体育館といった身近なスポーツの場を活用し、健常者、障がい者と分けずに、
多世代がそれぞれの立場でスポーツを通して、お互いを分かり合い、長期的にスポーツを楽
しめる仕組みをつくる取組として、ミニらいとモルックをフックとした取組の検証を行う。

令和６年２月16日(金) 14:00～16:10
参加費無料 ・ 要申込

対象者：自治体担当者、民間事業者など
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